
第15回 全国校区・小地域第15回 全国校区・小地域
福祉活動サミット福祉活動サミット オンラインオンライン

・参加対象：校区・小地域福祉活動に関心のある方どなたでも 
・参加方法：個人またはグループ参加
　※グループ参加：市町村単位、または任意のグループ単位
　　で、集合形式でサテライト会場を設置し、参加することが
　　できます。各会場内での意見交換をする機会を持つことを
　　おすすめします。

①個人　3,000円
②グループ単位　10,000円～（同一施設・敷地）1カ所につき
　10人以内１万円　11~20人2万円、以降10人ごとに１万　
　円追加
　※同一施設・敷地であれば、会場を複数設営することは可能
　　です。

主催：第15回全国校区・小地域福祉活動サミット実行委員会
共催：小地域福祉活動を楽しむ全国ネットワーク
　　 (代表:牧里毎治　関西学院大学名誉教授)
後援：社会福祉法人全国社会福祉協議会

atat

人とひとのつながりの再構築人とひとのつながりの再構築
　地域共生社会づくりをめざして、社会的孤立に立
ち向かい、人とひとのつながりを再構築していくた
めに、住民が主体となった地域の居場所づくりや見
守り、支え合い等の様々な活動が全国各地で進め
られてきました。
　しかし､新型コロナウィルスの感染拡大は､人と顔
を合わせること､人が集まることを阻み、住民の手に
よるさまざまなつながりづくりの活動にストップをか
けることになりました。一方で、貧困の格差や社会的
孤立による生活の課題を浮き彫りにして､人と人と
のつながりの大切さを改めて考える機会を与えてく
れました。
　コロナ禍でも、全国各地で展開されているつなが
り続けるためのさまざまな工夫やそれを支える専門
職の多様な取り組みは、アフターコロナの地域共生
社会づくりにも大きな示唆を含んでいます。
　これまで、本サミットは、開催地を決め、その地域
を中心に実行委員会を組織して実施してきました。
今回は、コロナ禍もあり、開催地を特定せずに全国
に呼びかけて、実行委員会を組織し実施することと
なりました。
　全国の活動者の皆さんがオンラインでつながり、
今だからできる、今だから必要な校区や小地域にお
ける福祉活動について、意見交流し、これからの実
践に必要な視点や工夫などの気づきを得ながら、元
気になることを目的とし開催いたします。
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開催方法・参加方法 

参加費

主催・共催・後援

2022年12月11日（日）10:00-16:00

ZOOMを使ったオンライン開催

大会公式WEBよりお申し込みをお願いします。
https://www.shouhuku.com

①Peatixによる参加登録とお支払い
メールアドレス、または外部サービスアカウントを使って簡単に登録できます。
各種クレジットカード、コンビニ/ATM (ペイジー)、PayPal でのお支払いが可能。

②請求書発行・銀行口座振込み払い
参加登録フォームに必要項目を記載のうえ、お申し込みください。
後日事務局より請求書を発行しますので指定の口座まで振込みをお願いします。
登録メール宛に入室URL等の情報をお知らせします。

2022年12月7日（水）
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＊大会公式WEB上で常時最新情報をお届けします。
お問い合わせとして多く寄せられる質問と回答も
掲載していますのでご覧ください。
https://www.shouhuku.com/answer

＊大会公式WEB上で常時最新情報をお届けします。
お問い合わせとして多く寄せられる質問と回答も
掲載していますのでご覧ください。
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サミット事務局
特定非営利活動法人　全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）
〒981-0932  宮城県仙台市青葉区木町16-30　シンエイ木町ビル１階
TEL：022-727-8731 　FAX:022-727-8737 
Mail　action@clc-japan.com
大会WEB　 https://www.shouhuku.com

開催日時

開催方法

申込方法

申込締切

お問い合わせ
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10:00　　全体会Ⅰ　開会ご挨拶　オリエンテーション
10:10　　基調講演
10:40　　休憩（移動）
10:50　　分科会パート１（分科会１・分科会２）
12:30　　休憩（移動）
13:30　　分科会パート２（分科会３・分科会４）
15:10　　休憩（移動）
15:20　　全体会Ⅱ　各分科会報告、まとめ
15:55　　閉会　　　（16:00終了）
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12:30　　休憩（移動）
13:30　　分科会パート２（分科会３・分科会４）
15:10　　休憩（移動）
15:20　　全体会Ⅱ　各分科会報告、まとめ
15:55　　閉会　　　（16:00終了）

※参加者同士で討議を行うため、グループで参加する場合には、
コンピュータ１台のみでの参加をお願いします。
自らの活動について参加者同士が交流することを目的と
します。
テイクアウト、訪問活動、子ども食堂、見守り活動などなどで
会えなくてもつながる地域活動が誕生しています。全員参加
型の仲間どうしで語り合うプログラムです。

※分科会１に参加者する方は事例提出（100文字以内の説明、
写真１枚）が必須になります。3ページの「発表事例の募集」
参照。
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　Withコロナ、Afterコロナの中で地域共生社会づくりを推進す
るため、社会的孤立、パンデミックに立ち向かう新たなつながりづ
くり、居場所づくりを、地域住民の気づきと力で実現していくサロ
ン活動のあり方について考えます。
　1994（平成６）年から全社協が提唱した、仲間づくり、出会いの
場づくり、健康づくりのための活動である「ふれあいいきいきサロ
ン」は、地域住民の手で手軽に取り組める活動として全国に広が
りました。30年近く経つ現在、市区町村社協の90％以上がこの
活動の推進に取り組み、全国８万６千ヶ所以上で実施される
（2018年実態調査）大ヒットプログラムとなっています。
　しかし、新型コロナ感染症の流行拡大により活動を休止せざる
を得ないサロンが相次ぎました。
　この分科会では、住民自らが集まることの必然性や重要性を理
解し、様々な工夫をしながらサロン活動を再開したり、これまでの
サロン活動を基礎に見守り活動や支え合い活動に展開している
事例を学びます。それによって、地域共生社会づくりを進めるうえ
で、地域の生活者の視点、ニーズに基づく活動の大切さを再確認
するとともに、住民が主体となって進めるサロン活動の次の展開
について考える場とします。
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　新型コロナウィルス感染拡大により、子どもに纏わる生活課題が
深刻化する傾向があります。
　コロナ禍においては、特に孤立した子育て環境や不登校児童の問
題については、顕著となり、各地域では、子ども食堂をはじめ、小地
域福祉活動が培ってきたノウハウを生かしながら、居場所づくりや
仲間づくり、つながりづくりが展開されています。
　本分科会では、各地で行われている子ども食堂や子育て中の親同
士のネットワークづくり、不登校児童の居場所づくり等の実践をお
聞きし、今後の活動展開について考えます。
子育て支援活動は、親を含む子どもへの支援として展開されていま
す。少子化により子育て世代間での仲間づくりなどが困難となる傾
向もあり、実際に孤立した子育て環境が強いられている現状もあり
ます。
　子育ては家族だけの問題ではなく、地域全体で支えていくことを
進めるために、子育て世代同士の仲間づくりと合わせて、子育て世
代を地域がサポートし、仲間づくりを進めることが今後、必要とされ
ます。子育て世代が主体的に活動する上で重要とする点やサポート
する上で重要とする点を実践者同士が理解し、再確認することで、
今後、未来につながる活動の展開を考える場とします。
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　コロナ禍において、多くの外国籍の人たちが生活に困窮
し、生活福祉資金特例貸付を申請するなど、改めて地域に
暮らす外国籍の人たちの存在や生活課題が可視化されま
した。
　今後、我が国に居住する外国籍の人たちがさらに増加し
多国籍化することが見込まれるなかで、生活支援の充実を
図るとともに、多様性と包摂性のある社会の実現に向けて、
地域社会における交流やつながり、助け合いを広げていく
必要があります。
　本分科会では、外国籍の人たちが多く暮らす地域で、住
民やＮＰＯ、大学等が連携し、　様々な課題を解決し、共生
をめざしてきた実践をお聞きし、今後の取り組みについて考
えます。
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・分科会１へ参加される場合は事例提出（100文字、写真1枚）が必須となります。
・分科会２~４は、事例発表を全国から募集します。
（①タイトル、②団体名、③活動の内容・効果400文字以内、  ④写真1枚）。
ただし、事例発表は１分科会あたり数例に限られますので、発表者は、実際の活動の担い手にお願いします。
事例を応募いただいたすべての団体の活動内容は、サミット当日の資料に掲載させていただきます。
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事例を応募いただいたすべての団体の活動内容は、サミット当日の資料に掲載させていただきます。

分科会事例集約リンク　https://form.run/@shouhuku2022-e
※応募締め切り：2022年11月11日(金)必着
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住民による外国籍の人の支援

2

1

10:10～10:40

10:50～12:30

13:30～15:10

13:30～15:10

10:50～12:30

3

4

テーマ

発表事例の募集

●分科会１の事例提出・分科会２～４の事例発表申し込みページはこちら
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基調講演

小地域福祉活動を楽しむ
全国ネットワーク世話人代表

牧里 毎治

https://form.run/@shouhuku2022-e



